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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第78期

第３四半期
連結累計期間

第79期
第３四半期
連結累計期間

第78期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 41,070,503 39,512,503 53,480,248

経常利益 (千円) 1,166,496 1,556,608 1,271,794

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 769,341 1,055,419 761,117

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 795,477 1,172,975 584,957

純資産額 (千円) 11,382,745 12,166,129 11,172,225

総資産額 (千円) 40,246,870 39,340,769 36,124,536

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 63.68 87.32 62.99

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 28.3 30.9 30.9
 

　

回次
第78期

第３四半期
連結会計期間

第79期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 35.20 43.72
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。また主要

な関係会社は、以下のとおりであります。

　第１四半期連結会計期間において、当社の日配食品事業を会社分割し、株式会社爽健亭(連結子会社)を新たに設立

いたしました。

　同じく、第１四半期連結会計期間において、ベトナム社会主義共和国にJAPAN BEST FOODS COMPANY LIMITED(非連

結子会社)を新たに設立いたしました。

　この結果、平成28年12月31日現在では、当社グループは、当社、子会社６社及び関連会社１社により構成されるこ

ととなりました。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績の異常な変動等又は、前事業年度の有価証券報告書に記

載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府による経済対策効果等により雇用環境や企業収益の改善

が進み、緩やかな景気回復基調で推移いたしましたが、世界経済の下振れリスク等から不透明な状況が続いておりま

す。

　食品業界におきましては、消費者の安全・安心への意識の高まりや低価格志向継続のほか、競争が続いていること

等、厳しい経営環境で推移いたしました。

このような環境のなかで、当社グループにおきましては、販売力の強化、お客様のニーズを捉えた商品開発、お客

様への迅速な対応に努めて参りましたが、当第３四半期連結累計期間における売上高は、日配食品部門等の減少によ

り、395億1千2百万円(前年同期比3.8％減)となりました。

利益面に関しましては、商品構成の見直しや生産効率の改善に努めたこと等により、営業利益は14億7千3百万円

(前年同期比33.4％増)、経常利益は15億5千6百万円(前年同期比33.4％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は10

億5千5百万円(前年同期比37.2％増)となりました。

事業部門の区分別の売上高は、次のとおりであります。なお、当社グループの事業は単一セグメントであるため、

部門別により記載しております。

冷凍食品部門につきましては、316億5百万円(前年同期比1.8％減)となりました。

日配食品部門につきましては、57億4千8百万円(前年同期比13.1％減)となりました。

缶詰部門等につきましては、21億5千7百万円(前年同期比4.9％減)となりました。

 

(2) 財政状態の分析

資産につきましては、主に預金及び売掛金が増加したこと等により、当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連

結会計年度末に比べ32億1千6百万円増加し、393億4千万円となりました。

負債につきましては、主に支払手形及び買掛金が増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ22億2千2百万円

増加し、271億7千4百万円となりました。

純資産につきましては、主に利益剰余金が増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ9億9千3百万円増加

し、121億6千6百万円となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は5億8千9百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年2月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,102,660 12,102,660
東京証券取引所

JASDAQ
(スタンダード)

単元株式数は100株でありま
す。

計 12,102,660 12,102,660 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年10月１日～
平成28年12月31日

― 12,102,660 ― 1,474,633 ― 1,707,937
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、該当事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成28年9月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式  　 4,300

― ―

(相互保有株式)
普通株式　  26,400

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 12,063,900 120,639 ―

単元未満株式 普通株式     8,060 ― ―

発行済株式総数 12,102,660 ― ―

総株主の議決権 ― 120,639 ―
 

(注)　１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権20個)含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式35株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
日東ベスト株式会社

山形県寒河江市幸町4－27 4,300 ― 4,300 0.03

(相互保有株式)
日東アリマン株式会社

新潟県新発田市岡田1578－4 26,400 ― 26,400 0.21

計 ― 30,700 ― 30,700 0.25
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成28年10月１日から平成

28年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

 

 

 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,808,738 3,683,182

  受取手形及び売掛金 9,676,614 ※1  11,339,561

  有価証券 110,207 100,000

  商品及び製品 2,989,743 2,658,888

  仕掛品 266,903 229,626

  原材料及び貯蔵品 2,134,599 2,151,764

  その他 729,348 729,510

  貸倒引当金 △161,115 △170,566

  流動資産合計 17,555,041 20,721,968

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 6,323,802 6,051,955

   機械装置及び運搬具（純額） 5,373,117 5,074,200

   土地 3,421,951 3,391,053

   その他（純額） 111,503 125,375

   有形固定資産合計 15,230,374 14,642,584

  無形固定資産 96,579 87,206

  投資その他の資産   

   その他 3,243,600 3,889,943

   貸倒引当金 △1,059 △933

   投資その他の資産合計 3,242,541 3,889,010

  固定資産合計 18,569,495 18,618,801

 資産合計 36,124,536 39,340,769

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 6,317,348 ※1  9,019,953

  短期借入金 2,910,000 2,510,000

  未払法人税等 416,042 187,737

  賞与引当金 386,295 131,616

  その他 5,829,852 ※1  5,957,083

  流動負債合計 15,859,539 17,806,391

 固定負債   

  長期借入金 6,030,450 6,394,756

  役員退職慰労引当金 258,970 279,356

  退職給付に係る負債 1,648,533 1,663,658

  その他 1,154,818 1,030,477

  固定負債合計 9,092,772 9,368,249

 負債合計 24,952,311 27,174,640
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,474,633 1,474,633

  資本剰余金 1,707,937 1,707,937

  利益剰余金 7,990,250 8,864,195

  自己株式 △13,552 △11,149

  株主資本合計 11,159,268 12,035,616

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 259,615 350,868

  退職給付に係る調整累計額 △246,659 △220,354

  その他の包括利益累計額合計 12,956 130,513

 純資産合計 11,172,225 12,166,129

負債純資産合計 36,124,536 39,340,769
 

 

 

 

 

 

 

EDINET提出書類

日東ベスト株式会社(E00498)

四半期報告書

 8/15



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 41,070,503 39,512,503

売上原価 33,084,373 31,160,224

売上総利益 7,986,129 8,352,279

販売費及び一般管理費 6,881,997 6,879,043

営業利益 1,104,131 1,473,235

営業外収益   

 受取利息 5,999 2,180

 受取配当金 22,486 24,127

 持分法による投資利益 39,245 38,429

 補助金収入 57,966 52,788

 その他 33,187 52,775

 営業外収益合計 158,885 170,300

営業外費用   

 支払利息 96,279 84,356

 その他 241 2,570

 営業外費用合計 96,520 86,927

経常利益 1,166,496 1,556,608

特別利益   

 固定資産売却益 100 5,624

 投資有価証券売却益 863 6,588

 その他 - 2,782

 特別利益合計 964 14,995

特別損失   

 固定資産売却損 - 3,835

 固定資産除却損 12,870 40,515

 投資有価証券評価損 7,400 5,599

 その他 197 5,935

 特別損失合計 20,467 55,886

税金等調整前四半期純利益 1,146,993 1,515,718

法人税、住民税及び事業税 302,883 352,832

法人税等調整額 74,767 107,466

法人税等合計 377,651 460,299

四半期純利益 769,341 1,055,419

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 769,341 1,055,419
 

EDINET提出書類

日東ベスト株式会社(E00498)

四半期報告書

 9/15



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 769,341 1,055,419

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 3,227 86,628

 退職給付に係る調整額 21,601 26,304

 持分法適用会社に対する持分相当額 1,306 4,623

 その他の包括利益合計 26,136 117,556

四半期包括利益 795,477 1,172,975

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 795,477 1,172,975

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

(1) 連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間から、当社の新設分割により株式会社爽健亭を設立したため、連結の範囲に含めてお

ります。

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

 
(会計方針の変更等)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当第３四半期連結累計期間
　　　　　　　　　　　　　　　　（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）
（会計方針の変更）
当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実

務上の取扱い」(実務対応報告第32号　平成28年６月17日)を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以
後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。
この結果、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響額は軽微

であります。
 

 

(追加情報）

　当第３四半期連結累計期間
　（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四半
期連結会計期間から適用しております。

 

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当第３四半期連結会計期間の末日は金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年12月31日)

受取手形 ―千円 371,331千円

支払手形 ― 1,131,840

その他(設備支払手形) ― 113,212
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日)

減価償却費 1,249,722千円 1,218,015千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年6月26日
定時株主総会

普通株式 145,180 12.00 平成27年3月31日 平成27年6月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年6月24日
定時株主総会

普通株式 181,474 15.00 平成28年3月31日 平成28年6月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループの事業は、食品の製造販売並びにこれらの付帯事業の単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第3四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

   １株当たり四半期純利益金額　　 63円68銭 87円32銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 769,341 1,055,419

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(千円)

769,341 1,055,419

   普通株式の期中平均株式数(株) 12,081,439 12,087,370
 

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

(子会社の増資)

当社は、平成29年１月11日開催の取締役会において、非連結子会社であるJAPAN BEST FOODS COMPANY LIMITEDへ

の増資を行うことを決議し、以下のとおり払込を完了いたしました。

１.増資の目的　

　ベトナム社会主義共和国ドンナイ省における工場建設及び生産設備投資のため

２.増資の概要

(1) 増資金額　　　200百万円

(2) 払込日　　　　平成29年１月13日

(3) 増資後資本金　1,200百万円

(4) 出資比率　　　当社51％

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年２月10日

日東ベスト株式会社

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   押　　野　　正　　德   印

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   髙　　橋　　和　　典   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日東ベスト株式

会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成28年10月１日から平

成28年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日東ベスト株式会社及び連結子会社の平成28年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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